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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐典 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来

松村所長

注①
予約外来

松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来

松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

青山麻織
（糖尿病・
予約制）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

外来休診

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療

鎌田

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

８
月

27日
、
革
新
懇
と
社
保
協

の
共
催
で
、
「
都
立
墨
東
病
院
の

独
立
行
政
法
人
化
阻
止
」
の
学
習

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
八
王
子
合
同
法
律
事

務
所
の
尾
林
弁
護
士
の
講
演
が
あ

り
、
東
京
都
は
、
石
原
都
政
以

来
、
｢
福
祉
は
無
駄
｣
と
、
都
立
病

院
改
革
を
打
ち
出
し
、
憲
法

25条

や
医
療
法
の
趣
旨
を
無
視
し
て

「
慢
性
的
な
赤
字
体
質
で
、
年
間

４
０
０
億
円
も
一
般
会
計
か
ら
補

填
を
受
け
て
い
る
」
か
ら
「
独
法

化
で
経
営
の
効
率
化
を
図
り
」

「
都
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
」

と
し
て
都
立
病
院
を
な
く
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
既
に
独
法
化
し
た

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
病
床
数
の
削
減
、
高
額
な

差
額
ベ
ッ
ド
の
導
入
、
個
室
入
院

保
証
金
の
徴
収
な
ど
都
民
に
過
重

な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
、
経
営

は
成
り
立
っ
て
も
、
到
底
都
民
の

た
め
の
医
療
が
保
障
さ
れ
る
も
の

で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
都
立
病
院
が
担
っ
て
き

た
、
災
害
時
医
療
、
周
産
期
、
障

害
者
医
療
、
救
急
救
命
医
療
、
難

病
、
未
熟
児
母
子
医
療
な
ど
な
ど

切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

病
院
で
働
く
人
の
労
働
条
件
の
悪

化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
は
赤
字

解
消
の
た
め
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
都
立
病
院
が
担
う
医
療
の
た
め

の
必
要
な
経
費
で
あ
り
、
都
の
予

算
に
占
め
る
割
合
も
ご
く
わ
ず
か

で
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

議
会
の
関
与
の
後
退
・
空
洞
化
も

問
題
で
す
。

そ
の
あ
と
、
「
墨
東
病
院
を
直

営
で
存
続
さ
せ
る
会
」
事
務
局
長

の
喜
入
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
墨
東
病
院
を
み
ん
な
が
安

心
し
て
か
か
れ
る
病
院
と
し
て
存

続
す
る
た
め
、
署
名
や
議
会
傍
聴

な
ど
運
動
を
強
め
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

【
参

考
】

※
憲

法

25条
（
生
存
権
・
国
の
社

会
的
使
命
）

※
医

療
法

１
条
…
「
医
療
を
受
け

る
も
の
の
利
益
の
保
護
及
び
良
質

か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
態
勢
の
確
保
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
の
健
康
保
持
に
寄
与

す
る
」

※
医

療
法

１
条

の
２

（
１

）
項

「
医
療
は
、
生
命
の
尊
厳
と
個

人
の
尊
厳
の
保
持
を
旨
と
す
る
」

※
医

療
法

１
条

の
３
「
国
及
び

地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
に
規
定

す
る
理
念
に
基
づ
き
、
国
民
に
対

し
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率

的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

※
医

療
法

第
７

条
第

５
項

都
道
府
県
知
事
等
は
営
利
を
目

的
と
し
て
病
院
を
開
設
し
よ
う
と

す
る
者
に
対
し
て
は
、
病
院
の
開

設
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き

る

都
立
病

院
を

ま
も

ろ
う

墨
東
病
院
の
「
独
法
化
」
反
対
学
習
会
に
参
加
し
て

鹿
骨

小
林

美
智

子

熱
弁
を

ふ
る
う
尾

林
芳
匡

弁
護
士

関心が高く予想以上の参加の学習会となった
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小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
教

科
書
は
、
四
年
毎
に
見
直
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る

教
科
書
が
、
各
地
の
教
育
委
員

会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

育
鵬
社
の
教
科
書
採
択
へ
圧

力
強
ま
る

２
０
１
１
年
、
日
本
の
侵
略

戦
争
を
正
当
化
し
美
化
す
る
育

鵬
社
の
歴
史
の
教
科
書
、
子
ど

も
の
考
え
を
改
憲
に
誘
導
す

る
、
同
じ
く
育
鵬
社
の
公
民
の

教
科
書
が
登
場
し
ま
し
た
。
右

翼
団
体
や
日
本
会
議
な
ど
に
よ

り
、
全
国
的
に
そ
の
教
科
書
を

採
択
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が

強
め
ら
れ
ま
し
た
。
安
倍
元
首

相
や
自
民
党
本
部
に
よ
る
、
強

力
な
て
こ
入
れ
も
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
各
地
の

教
育
委
員
会
で
育
鵬
社
の
歴
史

や
公
民
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ

た
の
で
す
。

粘
り
強
い
採
択
反
対
の
動
き

こ
う
し
た
動
き
に
反
対
し
、

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教

科
書
を
手
渡
そ
う
！
」
の
運
動

が
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
・
保
護
者
・
住
民
に
よ
る

懇
談
会
、
署
名
活
動
や
地
域
・

駅
頭
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
が
粘

り
強
く
取
り
組
ま
れ
ま
し
た

全
国
各
地
で
不
採
択

９
年
間
に
わ
た
る
全
国
の
取

り
組
み
の
中
で
、
今
回
、
大
き

な
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
東
京

都
を
は
じ
め
武
蔵
村
山
市
、
藤

沢
市
、
横
浜
市
、
名
古
屋
市
、

大
阪
市
な
ど
、
育
鵬
社
の
教
科

書
を
採
択
し
て
き
た
各
地
の
教

育
委
員
会
が
、
相
次
い
で
不
採

択
の
決
定
を
出
し
て
き
た
の
で

す
。

各
地
で
の
運
動
の
広
が
り
に
加

え
て
、
安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法

九
条
改
憲
反
対
の
全
国
的
な
高

ま
り
、
安
倍
政
権
の
政
治
的
な

行
き
詰
ま
り
を
生
み
出
し
た
世

論
の
高
ま
り
が
、
大
き
な
力
と

な
っ
た
の
は
確
実
で
す
。
運
動

の
大
き
な
成
果
で
す
。

江
戸
川
区
で
は
採
択
せ
ず

江
戸
川
区
で
は
、
こ
の
間
、

｢
江
戸
川
の
教
育
を
考
え
る
区

民
の
会
｣
を
結
成
し
、
学
習
会

や
教
科
書
展
示
会
へ
の
参
観
、

採
択
に
対
す
る
意
見
の
提
出
等

の
取
り
組
み
を
強
め
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
は
、
「
子

ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
科
書

を
手
渡
そ
う
！

江
戸
川
有
志

の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
教
育
委

員
会
へ
の
要
請
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

江
戸
川
区
の
教
育
委
員
会

は
、
８
月

25日
、
教
科
書
採
択

の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
開
催
に
先
立
ち
、
「
有

志
の
会
」
は
、
８
月
５
日
、
江

戸
川
区
教
育
委
員
会
千
葉
孝
教

育
長
に
対
し
て
、
採
択
に
あ

た
っ
て
「
生
徒
を
改
憲
に
誘
導

す
る
よ
う
な
記
述
の
あ
る
教
科

書
、
戦
争
を
恣
意
的
に
美
化
、

あ
る
い
は
正
当
化
す
る
記
述
の

あ
る
教
科
書
を
江
戸
川
の
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」
の
要

請
文
を
提
出
し
ま
し
た
。

25日
の
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
委
員
５
名
の
協
議
の
結

果
、
育
鵬
社
の
教
科
書
は
採
択

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

｢
区
民
の
会
｣
は
、
こ
れ
か
ら

も
「
先
生
や
保
護
者
の
声
を
尊

重
し
て
欲
し
い
」
「
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
教
科
書
を
」
の

声
を
あ
げ
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

新型コロナウイルスの感染を防ごうと、「免疫

力」を高める食品が注目を集めています。乳酸菌

飲料は前年比２倍以上の売上額となり、納豆やキ

ムチなど発酵食品の購入も増えています。

「ビタミン Dや Cが効く」という情報も広がりま

した。これに対して国立健康・栄養研究所と消費

者庁は、話題の食品・素材について「インフルエ

ンザを含めたウイルス感染症に効くという十分な

情報はない」として注意を呼びかけています。

予防効果の根拠は？

毎年冬になると、「インフルエンザの予防効果が

報告された」とうたう乳酸菌飲料の宣伝があふれ

ます。しかし、病気の予防・治療をうたうことは

医薬品でしか許されないため、製品の説明には

“効く”とは書いていません。

特定の菌が免疫細胞

を活性化させるという

研究報告を、製品説明

とは別のサイトで紹介

するなど、巧妙に法律

の網をすり抜けています。この宣伝手法

は、歩行能力の改善をうたう機能性表示

食品などでもよく使われます。

「研究報告があるなら効果があるので

は」と思われるかもしれませんが、医薬品では考

えられないレベルの論文が根拠とされています。

日本の食品会社が紹介している研究は動物実験が

多く、ヒトの研究では一部の免疫細胞の活性化だ

けを計測したりプラセボ（偽薬）効果が除かれな

いなど、十分に効果を証明したとは言えないもの

です。

乳酸菌、ビフィズス菌などがインフルエンザを

含め上気道感染（風邪）を予防するか調べた複数

の研究を評価した「コクランレポート」（2015

年）では、小児でしか有効性を確認できませんで

した。（次号につづく）「いつでも元気」誌より転載

編
集

後
記

根
っ
か
ら
の
運
動
嫌
い

の
た
め
、
慢
性
的
な
運
動
不
足
。
も
ち

ろ
ん
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
せ
め
て
歩

こ
う
と
日
頃
か
ら
意
識
し
て
い
ま
す
。

歩
く
と
い
っ
て
も
山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン

グ
の
よ
う
な
自
然
に
触
れ
合
う
よ
う
な

健
康
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
街
中

の
知
ら
な
い
道
を
地
図
を
見
な
い
で
歩

く
と
い
う
だ
け
。
出
先
か
ら
ふ
と
今
日

は
歩
い
て
帰
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
い

立
つ
時
が
あ
る
訳
で
す
。
さ
す
が
に
こ

の
暑
さ
で
昼
間
の
散
歩
は
し
ば
ら
く
休

止
中
▼
葛
西
み
な
み
診
療
所
か
ら
墨
田

区
の
家
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
時
も
あ
り

ま
し
た
。
大
通
り
は
出
来
る
だ
け
避
け

て
方
角
だ
け
を
意
識
し
な
が
ら
裏
道
を

ひ
た
す
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
く
。
こ
こ
の

道
に
出
る
の
か
と
か
、
そ
れ
っ
て
こ
こ

に
あ
っ
た
の
か
、
と
か
他
愛
も
な
い
こ

と
が
楽
し
い
の
で
す
。
約
２
時
間
半
、

初
め
て
の
道
だ
と
い
く
ら
で
も
歩
け
そ

う
な
気
分
。
で
も
そ
の
う
ち
馴
染
み
の

あ
る
道
に
来
る
と
一
気
に
疲
れ
が
…
▼

暑
さ
も
い
く
ら
か
収
ま
っ
て
き
た
こ
こ

数
日
、
そ
ろ
そ
ろ
街
中
だ
ら
だ
ら
散
歩

の
再
開
が
出
来
そ
う
で
す
。
（
石
川
）

役立つ健康メモ 80 薬の話№49

感染予防をうたう健康食品

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い

教
科
書
を
手
渡
そ
う

江
戸
川
の
教
育
を
考
え
る
区
民
の
会
代
表

伊
藤

辰
久

インフルエンザ予防接種
65 才以上の方は無料に

江戸川区では新型コロナウィルス感染症と季節性イン

フルエンザの同時流行に備え、65 6以上の方にインフ

ルエンザ予防接種を積極的に受けましょうと呼びかけて

います。今年度に限り、対象者の自己負担が無料となり

ます。すでに予防接種予診表が届いていることと思いま

す「お知らせ」をよく読んで、近くの医療機関で接種し

てください。60 歳～ 64 歳までの方で心臓、腎臓、呼吸

器機能障害、又はヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能

障害により身障者手帳１級をお持ちの方は無料となりま

す。保健所に連絡して接種予診票を受け取ってください。

接種期間：2020 年 10 月 1日～ 2021 年 1月 31 日まで

問合せ：江戸川保健所・03-5661-2473 健康サービス係
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

会
釈
し
て
通
る
近
道
法
師
蝉

流
灯
会
草
の
し
と
ね
に
腰
下
ろ
す

気
心
の
通
ふ
友
ゐ
て
秋
日
傘

神
々
の
皆
横
顔
や
晩
夏
光

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

熱
帯
夜
秋
は
名
の
み
の
暑
さ
か
な

巣
ご
も
り
や
親
し
い
友
に
も
会
え
ぬ
日
々

石
甲
斐
初
魚

会
ふ
と
き
も
別
れ
る
と
き
も
ヒ
ロ
シ
マ
忌

主
目
鮫
も
狼
も
来
て
生
き
ん
と
の
み

眉
あ
げ
て
花
の
盛
り
を
謳
ふ
か
な

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

居
並

ぶ
ス

マ
ホ

文
庫

本
読

む
少

女
好

き
に

な
る

ひ
と

シ
レ
ッ
と
し
た
一
番
番
歌
い
ま
出
番

辞
め
際
に
敵
基
地
攻
撃
最
後
っ
屁

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

新
総
理
ア
ベ
を
継
ぎ
ま
す
お
ま
え
も
か

謝
罪
会
見
坊
主
で
来
る
人
ゼ
ロ
で
す
ね

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

「
え
ど
が
わ
区

政
白

書
」
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

東
葛

西
細
川

浩

ひ
と
月
く
ら
い
前
の
新
聞
を
見
て

「
つ
く
ば
市
民
白
書
２
０
２
０
―
市

民
の
目
で
見
た
つ
く
ば
の
今
」
を
取

り
寄
せ
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
以

来
、
４
回
目
の
版
と
の
こ
と
。
実
行

委
員
会
を
２
０
１
９
年
４
月
に
発
足

し
、
今
年
６
月
の
発
行
ま
で
会
で
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。
白
書
の
目
的
は

「
暮
ら
し
の
現
状
や
問
題
点
を
市
民

の
目
線
で
と
ら
え
る
こ
と
」
と
あ
り

ま
す
。
執
筆
は

43名
と
２
グ
ル
ー
プ

で
、
社
会
保
障
、
介
護
、
保
育
、
教

育
な
ど
の
分
野
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
で
す
。

つ
く
ば
の
年
金
者
組
合
は
、
国
保

料
が
け
ん
ぽ
保
険
料
に
比
べ
て
高
い

こ
と
、
国
庫
支
出
金
が
減
り
国
保
料

が
上
が
り
続
け
て
い
る
こ
と
。
運
動

を
し
て
減
額
を
さ
せ
た
こ
と
を
報
告

し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
区
の
現
状
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
良
い
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ

い
あ
る
し
、
区
の
職
員
も
学
校
の
先

生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ゼ
ロ
歳
児
保
育

や
保
育
園
の
待
機
児
問
題
。
学
童
保

育
の
お
や
つ
問
題
。
学
校
図
書
館
司

書
配
置
の
問
題
。

23区
で
一
番
高
い

国
保
料
。
羽
田
空
港
増
便
に
よ
る
都

心
低
空
飛
行
の
問
題
な
ど
。
更
に
住

み
よ
い
江
戸
川
区
に
す
る
た
め
、
こ

こ
ら
辺
り
で
立
ち
止
ま
り
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
決
算
カ
ー
ド
（
決
算
状
況

一
覧
表
）
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ａ
４
一
枚
で
区
の
情
報
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
人
口
、
職
員
数
、
基
金
の

状
況
、
普
通
会
計
決
算
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

時
あ
た
か
も
９
月
は
決
算
議
会
で

す
。
決
算
カ
ー
ド
を
前
に
区
政
に
つ

い
て
論
議
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
５
年

後
の
２
０
２
５
年
辺
り
で
「
江
戸
川

区
政
白
書
」
が
形
に
な
る
と
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
年
金

者
組
合
江

戸
川
支

部
事
務

局
長
）

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

戦
争
が
無
く
て
も
銃
で
人
を
撃
つ
こ
ん
な
地
球
に
住
み
づ
ら
く
な
る

殺
さ
る
る
映
像
い
く
度
怖
ろ
し
き
異
国
の
こ
と
と
思
ひ
て
も
な
お

黒
マ
ス
ク
白
き
ネ
ー
ム
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
米
テ
ニ
ス
の
大
阪
な
お
み

大
胆
に
社
会
正
義
を
訴
ふ
る
マ
ス
ク
は
づ
せ
ば
は
じ
け
る
笑
顔

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

母
の
様
に
優
し
く
激
し
我
が
主
治
医
大
和
化
粧
も
ほ
ん
の
り
と

エッセイ

戦
争
の
悲
惨
な
実
態
を
多
く

の
人
び
と
に
伝
え
、
語
り
継

ぎ
、
二
度
と
戦
争
す
る
こ
と
の

な
い
平
和
な
社
会
に
、
と
い
う

思
い
か
ら
、
「
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
」
が
２
０
０
１
年
夏
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
９

月

12・

13日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
は
節
目
の

20回
目
を

迎
え
、
記
憶
の
薄
れ
つ
つ
あ
る

戦
争
を
語
り
継
ご
う
と
す
る
多

様
な
催
し
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
船
堀
展
示
室
は
広
さ
も

十
分
あ
り
、
空
調
設
備
が
整
い

換
気
が
良
い
施
設
と
あ
っ
て
、

平
和
を
願
う
人
び
と
９
０
０
人

以
上
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
展
の
会
場
に
は
、
被
爆

直
後
の
広
島
、
長
崎
の
生
々
し

い
写
真
や
原
爆
ド
ー
ム
の
模

型
、
被
爆
瓦
な
ど
原
爆
に
関
す

る
展
示
、
戦
争
中
に
国
民
を
戦

争
に
駆
り
立
て
た
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
来
場
者

の
目
を
引
き
ま
し
た
。
ま
た
イ

ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
東
京
大

空
襲
の
証
言
や
峠
三
吉
の
詩
の

朗
読
な
ど
が
あ
り
、
本
田
宏
氏

（
外
科
医
）
に
よ
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
危
機
・
医
療
崩
壊
そ
の

ル
ー
ツ
と
明
治
維
新
を
斬
る
」

の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

（
黒
木
）

薄
れ

ゆ
く

記
憶

語
り

継
ご

う

第

20回
戦
争
展

in江
戸
川
ひ
ら
か
れ
る

大間原発反対つらぬく「あさこはうす」

牛乳パックで応援しよう

「友の会だより」2018年 10月号でご紹介した「あさ

こはうす」を知っていますか。〝この場所と自然を守り

たい〟と今も大間原発建設反対で土地を売らないでがん

ばっている熊谷厚子さんを応援してほしいと、永井菊子

さん（東松本・友の会々員）が呼びかけています。

熊谷さんは、原発工事の進行で地下水が涸れたため、

生活用水を雨水とペットボトルにたよっています。電気

も支援者によって設置した風

力と太陽光発電です。

今いちばん困っているのが、

牛乳パックとのこと。まな板

代わり、使用後は燃料に使え

る大変貴重なものといってい

ます。牛乳パックを乾燥させ

てから現地の熊谷さんに送っ

てほしいと永井さんは呼びか

けています。

送り先：〒 039-4602 青森県下北郡大間町字小奥戸 396

あさこはうす 宛

問合せ：永井菊子 03-3656-0807 東松本 2-2-14

熱心に展示物をみる来場者

支
援
者

の
永
井

菊
子
さ

ん

今年も折づるコーナーを設けたくさんの人が折りました

バックのポスター、ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは、20

30年までに貧困をなくそう、飢餓をゼロに、全ての人に健康

と福祉を、などの17の目標の達成をめざす運動（ポスターは

新婦人江戸川支部制作）
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私
の
誕
生
地
は
旧
茨
城
県
猿

島
郡
境
町
で
３
才
位
で
東
京
へ
。

な
の
で
茨
城
の
時
の
記
憶
は
有

り
ま
せ
ん
。

父
の
都
合
で
東
京
江
東
区
の

扇
橋
の
知
人
の
家
に
数
ヶ
月
間

借
り
を
し
、
後
に
知
人
の
紹
介

で
江
東
区
北
砂
町
に
土
地
を
借

り
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
を
建
て
ま
し

た
。
近
く
に
は
丸
八
通
り
、
稲

荷
通
り
、
松
本
通
り
、
砂
町
銀

座
商
店
街
な
ど
が
あ
り
、
丸
八

通
り
は
当
時
は
道
幅
は
狭
く
、

大
島
へ
の
抜
け
道
で
人
や
車
の

通
行
も
多
か
っ
た
で
す
。
稲
荷

通
り
に
面
し
た
製
糖
工
場
の
跡

地
に
は
高
い
煙
突
や
大
き
な
池

も
あ
り
、
池
の
近
く
の
道
端
に

は
釣
道
具
店
も
数
店
あ
り
ま
し

た
。
松
本
橋
通
り
に
は
火
葬
所

が
あ
り
、
通
学
し
て
い
た
小
学

校
に
近
く
時
々
煙
突
か
ら
薄
黒

い
煙
が
上
が
っ
て
い
る
事
も
あ

り
ま
し
た
。

砂
町
銀
座
商
店
街
で
は
毎
年

７
月
に
は
「
七
夕
祭
」
が
盛
大

に
行
な
わ
れ
、
人
出
や
出
店
も

多
数
で
七
夕
飾
り
も
綺
麗
で
し

た
。金
魚
の
養
殖
池
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
夏
の
台
風
時
の

大
雨
で
町
中
水
浸
し
に
な
り
、

金
魚
が
池
か
ら
逃
げ
出
し
て
あ

ち
こ
ち
に
い
て
、
家
か
ら
「
す

だ
れ
」
を
持
ち
出
し
金
魚
を
す

く
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

近
く
に
は
木
掘
イ
カ
ダ
や
丸

太
を
留
め
置
く
所
や
水
路
運
河

な
ど
多
く
あ
り
、
イ
カ
ダ
乗
り

遊
び
で
は
犠
牲
者
が
出
た
事
も

あ
り
ま
す
。

荒
川
の
堤
防
は
土
で
出
来
て

い
て
、
よ
も
ぎ
を
採
っ
て
帰
り
、

母
に
は
よ
も
ぎ
ダ
ン
ゴ
な
ど
を

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
堤
防

の
下
に
は
小
さ
な
畑
や
小
沼
が

あ
り
、
沼
で
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
を
釣
り
仲
間
と
茹
で
て
食
べ
、

当
時
と
し
て
は
う
ま
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。

江
東
区
は
交
通
の
便
が
よ
く

都
バ
ス
で
砂
町
か
ら
銀
座
方
面

に
、
都
電
で
は
日
本
橋
や
錦
糸

町
方
面
に
行
け
ま
し
た
。
境
川

に
は
貨
物
線
の
大
き
な
踏
切
が

あ
り
、
渋
滞
が
頻
発
し
交
通
の

難
所
で
し
た
。

今
も
む
か
し
も
賑
わ
う

砂
町
銀
座
商
店
街

江東区北砂町

西葛西 鈴木正美

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
３
月

か
ら
６
月
ま
で
お
休
み
し
て
い

た
一
之
江
セ
ン
タ
ー
。
８
月
の

夏
休
み
も
明
け
て
、
９
月
か
ら

火
・
水
・
木
、

10時
か
ら
３
時

ま
で
通
常
通
り
開
所
し
て
い
ま

す
。も
と
も
と
「
い
つ
来
て
も
い

い
し
、
い
つ
帰
っ
て
も
い
い
。

何
を
し
て
も
い
い
。
自
由
に
参

加
で
き
る
と
こ
ろ
」
が
セ
ン

タ
ー
の
売
り
で
し
た
が
、
今
は

３
密
を
避
け
る
た
め
の
人
数
制

限
、
室
内
の
清
掃
、
消
毒
、
換

気
に
留
意
し
、
来
所
者
の
方
々

に
は
体
温
測
定
、
手
洗
い
消

毒
、
マ
ス
ク
も
し
く
は
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
も
お
願
い

し
、
皆
が
安
全
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

皆
が
先
生
で

皆
が
生
徒
の

一
之
江
セ
ン
タ
ー
。
今
行
な
っ

て
い
る
の
は
、
ビ
ー
ズ
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
、
立
体
刺
し
ゅ
う
で
の

花
の
ブ
ロ
ー
チ
、
ぬ
り
絵
な

ど
。
初
め
て
の
こ
と
に
挑
戦
し

て
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、

出
来
上
が
っ
た
時
の
達
成
感
は

ま
た
格
別
で
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
人
と

し
て
の
触
れ
合
い
。

「
皆
と
会
っ
て
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
笑
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
う
れ
し
い
」
「
コ
ロ
ナ

が
収
束
し
た
ら
、
３
ヶ
月
に
１

回
開
い
て
い
た
誕
生
会
、
ま
た

や
り
た
い
！
」
一
之
江
セ
ン

タ
ー
は
、
一
人
ひ
と
り
の
そ
ん

な
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
櫻
井
和
代
）

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週(金）

10 時～ 13 時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●飲み物は各自持参

●10人程度（予約制）

手芸・小物づくり他

●毎週火・水・木

10時～ 15 時

※参加希望者は、

予約して下さい。

担当・桜井まで。

＜ 090-4429-3441 ＞

○さわやか喫茶（食事会）

○囲碁・将棋クラブ

○カラオケお楽しみ会

○ほっとカフェ

○コカリナサークル

○健康体操

○うたごえ喫茶

○手芸サークル

○カラオケサークル

休
止

中
の

サ
ー

ク
ル

着物リメイクの会 一之江センター

つ
な
が
り
を
大

切
に

感
染

対
策

し
一

之
江

セ
ン
タ
ー
再

開

下肢・臀部の筋力・バランス感覚を鍛える （東京都医師会ロコモ体操より） （今回で終了です）

何かにつかまり、片足で立ちます。

徐々に秒数を伸ばし、１分間を目標

に楽にできるようになったら、つかま

らずにやります。

テーブルなどに軽く手をつき、

足を20～30㎝開く

椅子に座るように腰を下げ、3

～5秒保ち、また立ち上がり元

に戻ります。

徐々に深く下げていきます。

〈注意〉

１．呼吸を止めない
２．反動をつけない
３．決して無理に伸ばさない、

曲げない

体はまっすぐな状態で横になり、下側の膝は９０

度に屈曲し、上側の膝は伸ばし足関節を屈曲し、

水平まで上げ3～５秒保ちます。

左右１０回ずつ行ないます。

みんなの居場所 笑顔がいっぱい・再開した一之江センター

（初めての方も、櫻井090-4429-3441にお電話を！その日によって対応可能です）

手作り作品

立体刺しゅう(左)とビーズのストラップ

改憲阻止 友の会

旗を持って参加

戦争法強行から５年、

国会前に3500人が集合し

ました。友の会も市民と

野党の共闘で新しい政権

をつくろうとアピールし

てきました。（9/19）
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

会
釈
し
て
通
る
近
道
法
師
蝉

流
灯
会
草
の
し
と
ね
に
腰
下
ろ
す

気
心
の
通
ふ
友
ゐ
て
秋
日
傘

神
々
の
皆
横
顔
や
晩
夏
光

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

熱
帯
夜
秋
は
名
の
み
の
暑
さ
か
な

巣
ご
も
り
や
親
し
い
友
に
も
会
え
ぬ
日
々

石
甲
斐
初
魚

会
ふ
と
き
も
別
れ
る
と
き
も
ヒ
ロ
シ
マ
忌

主
目
鮫
も
狼
も
来
て
生
き
ん
と
の
み

眉
あ
げ
て
花
の
盛
り
を
謳
ふ
か
な

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

居
並

ぶ
ス

マ
ホ

文
庫

本
読

む
少

女
好

き
に

な
る

ひ
と

シ
レ
ッ
と
し
た
一
番
番
歌
い
ま
出
番

辞
め
際
に
敵
基
地
攻
撃
最
後
っ
屁

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

新
総
理
ア
ベ
を
継
ぎ
ま
す
お
ま
え
も
か

謝
罪
会
見
坊
主
で
来
る
人
ゼ
ロ
で
す
ね

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

「
え
ど
が
わ
区

政
白

書
」
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

東
葛

西
細
川

浩

ひ
と
月
く
ら
い
前
の
新
聞
を
見
て

「
つ
く
ば
市
民
白
書
２
０
２
０
―
市

民
の
目
で
見
た
つ
く
ば
の
今
」
を
取

り
寄
せ
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
以

来
、
４
回
目
の
版
と
の
こ
と
。
実
行

委
員
会
を
２
０
１
９
年
４
月
に
発
足

し
、
今
年
６
月
の
発
行
ま
で
会
で
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。
白
書
の
目
的
は

「
暮
ら
し
の
現
状
や
問
題
点
を
市
民

の
目
線
で
と
ら
え
る
こ
と
」
と
あ
り

ま
す
。
執
筆
は

43名
と
２
グ
ル
ー
プ

で
、
社
会
保
障
、
介
護
、
保
育
、
教

育
な
ど
の
分
野
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
で
す
。

つ
く
ば
の
年
金
者
組
合
は
、
国
保

料
が
け
ん
ぽ
保
険
料
に
比
べ
て
高
い

こ
と
、
国
庫
支
出
金
が
減
り
国
保
料

が
上
が
り
続
け
て
い
る
こ
と
。
運
動

を
し
て
減
額
を
さ
せ
た
こ
と
を
報
告

し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
区
の
現
状
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
良
い
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ

い
あ
る
し
、
区
の
職
員
も
学
校
の
先

生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ゼ
ロ
歳
児
保
育

や
保
育
園
の
待
機
児
問
題
。
学
童
保

育
の
お
や
つ
問
題
。
学
校
図
書
館
司

書
配
置
の
問
題
。

23区
で
一
番
高
い

国
保
料
。
羽
田
空
港
増
便
に
よ
る
都

心
低
空
飛
行
の
問
題
な
ど
。
更
に
住

み
よ
い
江
戸
川
区
に
す
る
た
め
、
こ

こ
ら
辺
り
で
立
ち
止
ま
り
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
決
算
カ
ー
ド
（
決
算
状
況

一
覧
表
）
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ａ
４
一
枚
で
区
の
情
報
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
人
口
、
職
員
数
、
基
金
の

状
況
、
普
通
会
計
決
算
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

時
あ
た
か
も
９
月
は
決
算
議
会
で

す
。
決
算
カ
ー
ド
を
前
に
区
政
に
つ

い
て
論
議
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
５
年

後
の
２
０
２
５
年
辺
り
で
「
江
戸
川

区
政
白
書
」
が
形
に
な
る
と
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
年
金

者
組
合
江

戸
川
支

部
事
務

局
長
）

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

戦
争
が
無
く
て
も
銃
で
人
を
撃
つ
こ
ん
な
地
球
に
住
み
づ
ら
く
な
る

殺
さ
る
る
映
像
い
く
度
怖
ろ
し
き
異
国
の
こ
と
と
思
ひ
て
も
な
お

黒
マ
ス
ク
白
き
ネ
ー
ム
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
米
テ
ニ
ス
の
大
阪
な
お
み

大
胆
に
社
会
正
義
を
訴
ふ
る
マ
ス
ク
は
づ
せ
ば
は
じ
け
る
笑
顔

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

母
の
様
に
優
し
く
激
し
我
が
主
治
医
大
和
化
粧
も
ほ
ん
の
り
と

エッセイ

戦
争
の
悲
惨
な
実
態
を
多
く

の
人
び
と
に
伝
え
、
語
り
継

ぎ
、
二
度
と
戦
争
す
る
こ
と
の

な
い
平
和
な
社
会
に
、
と
い
う

思
い
か
ら
、
「
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
」
が
２
０
０
１
年
夏
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
９

月

12・

13日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
は
節
目
の

20回
目
を

迎
え
、
記
憶
の
薄
れ
つ
つ
あ
る

戦
争
を
語
り
継
ご
う
と
す
る
多

様
な
催
し
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
船
堀
展
示
室
は
広
さ
も

十
分
あ
り
、
空
調
設
備
が
整
い

換
気
が
良
い
施
設
と
あ
っ
て
、

平
和
を
願
う
人
び
と
９
０
０
人

以
上
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
展
の
会
場
に
は
、
被
爆

直
後
の
広
島
、
長
崎
の
生
々
し

い
写
真
や
原
爆
ド
ー
ム
の
模

型
、
被
爆
瓦
な
ど
原
爆
に
関
す

る
展
示
、
戦
争
中
に
国
民
を
戦

争
に
駆
り
立
て
た
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
来
場
者

の
目
を
引
き
ま
し
た
。
ま
た
イ

ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
東
京
大

空
襲
の
証
言
や
峠
三
吉
の
詩
の

朗
読
な
ど
が
あ
り
、
本
田
宏
氏

（
外
科
医
）
に
よ
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
危
機
・
医
療
崩
壊
そ
の

ル
ー
ツ
と
明
治
維
新
を
斬
る
」

の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

（
黒
木
）

薄
れ

ゆ
く

記
憶

語
り

継
ご

う

第

20回
戦
争
展

in江
戸
川
ひ
ら
か
れ
る

大間原発反対つらぬく「あさこはうす」

牛乳パックで応援しよう

「友の会だより」2018年 10月号でご紹介した「あさ

こはうす」を知っていますか。〝この場所と自然を守り

たい〟と今も大間原発建設反対で土地を売らないでがん

ばっている熊谷厚子さんを応援してほしいと、永井菊子

さん（東松本・友の会々員）が呼びかけています。

熊谷さんは、原発工事の進行で地下水が涸れたため、

生活用水を雨水とペットボトルにたよっています。電気

も支援者によって設置した風

力と太陽光発電です。

今いちばん困っているのが、

牛乳パックとのこと。まな板

代わり、使用後は燃料に使え

る大変貴重なものといってい

ます。牛乳パックを乾燥させ

てから現地の熊谷さんに送っ

てほしいと永井さんは呼びか

けています。

送り先：〒 039-4602 青森県下北郡大間町字小奥戸 396

あさこはうす 宛

問合せ：永井菊子 03-3656-0807 東松本 2-2-14

熱心に展示物をみる来場者

支
援
者

の
永
井

菊
子
さ

ん

今年も折づるコーナーを設けたくさんの人が折りました

バックのポスター、ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは、20

30年までに貧困をなくそう、飢餓をゼロに、全ての人に健康

と福祉を、などの17の目標の達成をめざす運動（ポスターは

新婦人江戸川支部制作）
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小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
教

科
書
は
、
四
年
毎
に
見
直
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る

教
科
書
が
、
各
地
の
教
育
委
員

会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

育
鵬
社
の
教
科
書
採
択
へ
圧

力
強
ま
る

２
０
１
１
年
、
日
本
の
侵
略

戦
争
を
正
当
化
し
美
化
す
る
育

鵬
社
の
歴
史
の
教
科
書
、
子
ど

も
の
考
え
を
改
憲
に
誘
導
す

る
、
同
じ
く
育
鵬
社
の
公
民
の

教
科
書
が
登
場
し
ま
し
た
。
右

翼
団
体
や
日
本
会
議
な
ど
に
よ

り
、
全
国
的
に
そ
の
教
科
書
を

採
択
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が

強
め
ら
れ
ま
し
た
。
安
倍
元
首

相
や
自
民
党
本
部
に
よ
る
、
強

力
な
て
こ
入
れ
も
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
各
地
の

教
育
委
員
会
で
育
鵬
社
の
歴
史

や
公
民
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ

た
の
で
す
。

粘
り
強
い
採
択
反
対
の
動
き

こ
う
し
た
動
き
に
反
対
し
、

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教

科
書
を
手
渡
そ
う
！
」
の
運
動

が
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
・
保
護
者
・
住
民
に
よ
る

懇
談
会
、
署
名
活
動
や
地
域
・

駅
頭
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
が
粘

り
強
く
取
り
組
ま
れ
ま
し
た

全
国
各
地
で
不
採
択

９
年
間
に
わ
た
る
全
国
の
取

り
組
み
の
中
で
、
今
回
、
大
き

な
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
東
京

都
を
は
じ
め
武
蔵
村
山
市
、
藤

沢
市
、
横
浜
市
、
名
古
屋
市
、

大
阪
市
な
ど
、
育
鵬
社
の
教
科

書
を
採
択
し
て
き
た
各
地
の
教

育
委
員
会
が
、
相
次
い
で
不
採

択
の
決
定
を
出
し
て
き
た
の
で

す
。

各
地
で
の
運
動
の
広
が
り
に
加

え
て
、
安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法

九
条
改
憲
反
対
の
全
国
的
な
高

ま
り
、
安
倍
政
権
の
政
治
的
な

行
き
詰
ま
り
を
生
み
出
し
た
世

論
の
高
ま
り
が
、
大
き
な
力
と

な
っ
た
の
は
確
実
で
す
。
運
動

の
大
き
な
成
果
で
す
。

江
戸
川
区
で
は
採
択
せ
ず

江
戸
川
区
で
は
、
こ
の
間
、

｢
江
戸
川
の
教
育
を
考
え
る
区

民
の
会
｣
を
結
成
し
、
学
習
会

や
教
科
書
展
示
会
へ
の
参
観
、

採
択
に
対
す
る
意
見
の
提
出
等

の
取
り
組
み
を
強
め
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
は
、
「
子

ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
科
書

を
手
渡
そ
う
！

江
戸
川
有
志

の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
教
育
委

員
会
へ
の
要
請
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

江
戸
川
区
の
教
育
委
員
会

は
、
８
月

25日
、
教
科
書
採
択

の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
開
催
に
先
立
ち
、
「
有

志
の
会
」
は
、
８
月
５
日
、
江

戸
川
区
教
育
委
員
会
千
葉
孝
教

育
長
に
対
し
て
、
採
択
に
あ

た
っ
て
「
生
徒
を
改
憲
に
誘
導

す
る
よ
う
な
記
述
の
あ
る
教
科

書
、
戦
争
を
恣
意
的
に
美
化
、

あ
る
い
は
正
当
化
す
る
記
述
の

あ
る
教
科
書
を
江
戸
川
の
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」
の
要

請
文
を
提
出
し
ま
し
た
。

25日
の
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
委
員
５
名
の
協
議
の
結

果
、
育
鵬
社
の
教
科
書
は
採
択

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

｢
区
民
の
会
｣
は
、
こ
れ
か
ら

も
「
先
生
や
保
護
者
の
声
を
尊

重
し
て
欲
し
い
」
「
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
教
科
書
を
」
の

声
を
あ
げ
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

新型コロナウイルスの感染を防ごうと、「免疫

力」を高める食品が注目を集めています。乳酸菌

飲料は前年比２倍以上の売上額となり、納豆やキ

ムチなど発酵食品の購入も増えています。

「ビタミン Dや Cが効く」という情報も広がりま

した。これに対して国立健康・栄養研究所と消費

者庁は、話題の食品・素材について「インフルエ

ンザを含めたウイルス感染症に効くという十分な

情報はない」として注意を呼びかけています。

予防効果の根拠は？

毎年冬になると、「インフルエンザの予防効果が

報告された」とうたう乳酸菌飲料の宣伝があふれ

ます。しかし、病気の予防・治療をうたうことは

医薬品でしか許されないため、製品の説明には

“効く”とは書いていません。

特定の菌が免疫細胞

を活性化させるという

研究報告を、製品説明

とは別のサイトで紹介

するなど、巧妙に法律

の網をすり抜けています。この宣伝手法

は、歩行能力の改善をうたう機能性表示

食品などでもよく使われます。

「研究報告があるなら効果があるので

は」と思われるかもしれませんが、医薬品では考

えられないレベルの論文が根拠とされています。

日本の食品会社が紹介している研究は動物実験が

多く、ヒトの研究では一部の免疫細胞の活性化だ

けを計測したりプラセボ（偽薬）効果が除かれな

いなど、十分に効果を証明したとは言えないもの

です。

乳酸菌、ビフィズス菌などがインフルエンザを

含め上気道感染（風邪）を予防するか調べた複数

の研究を評価した「コクランレポート」（2015

年）では、小児でしか有効性を確認できませんで

した。（次号につづく）「いつでも元気」誌より転載

編
集

後
記

根
っ
か
ら
の
運
動
嫌
い

の
た
め
、
慢
性
的
な
運
動
不
足
。
も
ち

ろ
ん
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
せ
め
て
歩

こ
う
と
日
頃
か
ら
意
識
し
て
い
ま
す
。

歩
く
と
い
っ
て
も
山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン

グ
の
よ
う
な
自
然
に
触
れ
合
う
よ
う
な

健
康
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
街
中

の
知
ら
な
い
道
を
地
図
を
見
な
い
で
歩

く
と
い
う
だ
け
。
出
先
か
ら
ふ
と
今
日

は
歩
い
て
帰
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
い

立
つ
時
が
あ
る
訳
で
す
。
さ
す
が
に
こ

の
暑
さ
で
昼
間
の
散
歩
は
し
ば
ら
く
休

止
中
▼
葛
西
み
な
み
診
療
所
か
ら
墨
田

区
の
家
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
時
も
あ
り

ま
し
た
。
大
通
り
は
出
来
る
だ
け
避
け

て
方
角
だ
け
を
意
識
し
な
が
ら
裏
道
を

ひ
た
す
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
く
。
こ
こ
の

道
に
出
る
の
か
と
か
、
そ
れ
っ
て
こ
こ

に
あ
っ
た
の
か
、
と
か
他
愛
も
な
い
こ

と
が
楽
し
い
の
で
す
。
約
２
時
間
半
、

初
め
て
の
道
だ
と
い
く
ら
で
も
歩
け
そ

う
な
気
分
。
で
も
そ
の
う
ち
馴
染
み
の

あ
る
道
に
来
る
と
一
気
に
疲
れ
が
…
▼

暑
さ
も
い
く
ら
か
収
ま
っ
て
き
た
こ
こ

数
日
、
そ
ろ
そ
ろ
街
中
だ
ら
だ
ら
散
歩

の
再
開
が
出
来
そ
う
で
す
。
（
石
川
）

役立つ健康メモ 80 薬の話№49

感染予防をうたう健康食品

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い

教
科
書
を
手
渡
そ
う

江
戸
川
の
教
育
を
考
え
る
区
民
の
会
代
表

伊
藤

辰
久

インフルエンザ予防接種
65 才以上の方は無料に

江戸川区では新型コロナウィルス感染症と季節性イン

フルエンザの同時流行に備え、65 6以上の方にインフ

ルエンザ予防接種を積極的に受けましょうと呼びかけて

います。今年度に限り、対象者の自己負担が無料となり

ます。すでに予防接種予診表が届いていることと思いま

す「お知らせ」をよく読んで、近くの医療機関で接種し

てください。60 歳～ 64 歳までの方で心臓、腎臓、呼吸

器機能障害、又はヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能

障害により身障者手帳１級をお持ちの方は無料となりま

す。保健所に連絡して接種予診票を受け取ってください。

接種期間：2020 年 10 月 1日～ 2021 年 1月 31 日まで

問合せ：江戸川保健所・03-5661-2473 健康サービス係
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐典 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来

松村所長

注①
予約外来

松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来

松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

青山麻織
（糖尿病・
予約制）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

外来休診

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療

鎌田

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

８
月

27日
、
革
新
懇
と
社
保
協

の
共
催
で
、
「
都
立
墨
東
病
院
の

独
立
行
政
法
人
化
阻
止
」
の
学
習

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
八
王
子
合
同
法
律
事

務
所
の
尾
林
弁
護
士
の
講
演
が
あ

り
、
東
京
都
は
、
石
原
都
政
以

来
、
｢
福
祉
は
無
駄
｣
と
、
都
立
病

院
改
革
を
打
ち
出
し
、
憲
法

25条

や
医
療
法
の
趣
旨
を
無
視
し
て

「
慢
性
的
な
赤
字
体
質
で
、
年
間

４
０
０
億
円
も
一
般
会
計
か
ら
補

填
を
受
け
て
い
る
」
か
ら
「
独
法

化
で
経
営
の
効
率
化
を
図
り
」

「
都
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
」

と
し
て
都
立
病
院
を
な
く
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
既
に
独
法
化
し
た

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
病
床
数
の
削
減
、
高
額
な

差
額
ベ
ッ
ド
の
導
入
、
個
室
入
院

保
証
金
の
徴
収
な
ど
都
民
に
過
重

な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
、
経
営

は
成
り
立
っ
て
も
、
到
底
都
民
の

た
め
の
医
療
が
保
障
さ
れ
る
も
の

で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
都
立
病
院
が
担
っ
て
き

た
、
災
害
時
医
療
、
周
産
期
、
障

害
者
医
療
、
救
急
救
命
医
療
、
難

病
、
未
熟
児
母
子
医
療
な
ど
な
ど

切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

病
院
で
働
く
人
の
労
働
条
件
の
悪

化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
は
赤
字

解
消
の
た
め
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
都
立
病
院
が
担
う
医
療
の
た
め

の
必
要
な
経
費
で
あ
り
、
都
の
予

算
に
占
め
る
割
合
も
ご
く
わ
ず
か

で
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

議
会
の
関
与
の
後
退
・
空
洞
化
も

問
題
で
す
。

そ
の
あ
と
、
「
墨
東
病
院
を
直

営
で
存
続
さ
せ
る
会
」
事
務
局
長

の
喜
入
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
墨
東
病
院
を
み
ん
な
が
安

心
し
て
か
か
れ
る
病
院
と
し
て
存

続
す
る
た
め
、
署
名
や
議
会
傍
聴

な
ど
運
動
を
強
め
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

【
参

考
】

※
憲

法

25条
（
生
存
権
・
国
の
社

会
的
使
命
）

※
医

療
法

１
条
…
「
医
療
を
受
け

る
も
の
の
利
益
の
保
護
及
び
良
質

か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
態
勢
の
確
保
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
の
健
康
保
持
に
寄
与

す
る
」

※
医

療
法

１
条

の
２

（
１

）
項

「
医
療
は
、
生
命
の
尊
厳
と
個

人
の
尊
厳
の
保
持
を
旨
と
す
る
」

※
医

療
法

１
条

の
３
「
国
及
び

地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
に
規
定

す
る
理
念
に
基
づ
き
、
国
民
に
対

し
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率

的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

※
医

療
法

第
７

条
第

５
項

都
道
府
県
知
事
等
は
営
利
を
目

的
と
し
て
病
院
を
開
設
し
よ
う
と

す
る
者
に
対
し
て
は
、
病
院
の
開

設
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き

る

都
立
病

院
を

ま
も

ろ
う

墨
東
病
院
の
「
独
法
化
」
反
対
学
習
会
に
参
加
し
て

鹿
骨

小
林

美
智

子

熱
弁
を

ふ
る
う
尾

林
芳
匡

弁
護
士

関心が高く予想以上の参加の学習会となった


